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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

1) OsRac1 による防御関連遺伝子の制御機構の解明 

 恒常的活性型のOsRac1により発現誘導がされる転写因子を検索したところ、basic 

helix-loop-helix型転写因子であるRac Immunity 1 (RAI1)を得た。 RAI1のアクティベーション

タグラインは、顕著に耐病性が向上しており、RIM1が耐病性に関与する分子であることが明らか

になった。RAI1により発現が調節される遺伝子として、PAL1とOsWRKY19を同定した。RAI1は、PAL1

とWRKY29のプロモーター部位に直接結合して、それらの遺伝子発現調節をしていることが明らか

になった。 

2) 抵抗性タンパク質の細胞膜への局在化機構の解明 

 植物の抵抗性遺伝子産物（以下、抵抗性タンパク質）は、病原体を認識する細胞内レセプター

として働くことが知られている。現在、抵抗性タンパク質の細胞内局在の分子メカニズムや耐病

性反応と局在との関連に関してはほとんど明らかになっていない。パルミトイル化が抵抗性タン

パク質Pitの細胞膜局在に重要であることが明らかになった。これまでに、恒常的活性型のPit 

は、細胞死や活性酸素の産生を誘導することを明らかにしている。この恒常的活性化型にパルミ

トイル化コンセンサス配列の変異を入れた二重変異体は、細胞死や活性酸素の産生が減少してい

た。さらに、パルミトイル化変異体は、OsRac1 に対する相互作用が減少していることも見出し

た。以上の結果から、パルミトイル化を介してPit が細胞膜にアンカーすることが、OsRac1 を

介した免疫誘導に重要であることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. キーワード 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由） 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 
 
 
 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
 
〔雑誌論文〕 計（1）件  うち査読付論文 計（1）件 

著 者 名 論  文  標  題 
SH Kim, T. 他６名, Y. Kawano,

他1名, and K. Shimamoto 
The bHLH Rac Immunity1 (RAI1) Is Activated by OsRac1 via OsMAPK3 

and OsMAPK6 in Rice Immunity. 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
Plant Cell Physiol. 有 53 2 0 1 2 740-54 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

doi:10.1093/pcp/pcs033 
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著 者 名 論  文  標  題 
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 〔学会発表〕計（４）件  うち招待講演 計（２）件 
発 表 者 名 発  表  標  題 

 河野 洋治、島本 功 Defensome network in rice immunity 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
ICBP 2011（招待講演） 平成23年11月13日 昆明 中国 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

河野 洋治、島本 功 細胞膜上での免疫受容体PitによるGタンパク質OsRac1の 
活性化がイネの免疫に重要である 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
日本植物学会（招待講演） 平成23年9月17日 東京都 目黒区、 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

河野 洋治、島本 功 Palmitoylation plays an important role in the localization and

 the immune responses of NB-LRR-type R protein Pit 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
日本植物生理学会 平成24年3月13日 京都府 京都市 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

河野 洋治、島本 功 Palmitoylation plays an important role in the localization and
 the immune responses of NB-LRR-type R protein Pit 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
日本植物病理学会 平成24年3月30日 福岡県 福岡市 
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14. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
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15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


